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（1）

　

齊
藤
久
展
副
会
長
（
人
間
科
学
部
１
期
卒
）

の
退
任
に
伴
い
、
2
0
1
2
年
12
月
８
日
の
同

窓
会
定
例
幹
事
会
に
お
い
て
、
松
本
久
司
さ
ん

（
人
間
科
学
部
10
期
卒
・
茨
城
ト
ヨ
タ
自
動
車
株

式
会
社
勝
田
店
勤
務
）
が
新
た
に
副
会
長
に
就

任
し
ま
し
た
。

　

就
任
に
あ
た
り
ま
し
て
、
松
本
副
会
長
よ
り

ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

　

皆
様
、
お
元
気
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
た
び
、
同

窓
会
の
副
会
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

先
日
、
久
し
ぶ
り
に
大
学
に
行
く
機
会
が
あ

り
、
新
た
に
つ
く
ら
れ
た
建
物
と
並
ん
で
、
昔
と

ま
っ
た
く
変
わ
り
の
な
い
建
物
が
あ
る
キ
ャ
ン
パ

ス
構
内
を
歩
い
て
い
る
と
学
生
時
代
を
思
い
出

し
て
と
て
も
懐
か
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

（1）

副
会
長
の
交
代
に
つ
い
て

常
磐
大
学
生
が
考
案
し
た
「
茨
城
ス
イ
ー
ツ
」
が
商
品
化

　

社
会
人
と
し
て
、
日
々
の
仕
事
や
課
題
に
追

わ
れ
る
中
で
、
心
の
ゆ
と
り
が
持
て
な
く
な
り
ス

ト
レ
ス
を
感
じ
る
こ
と
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
。

そ
ん
な
中
で
、
学
生
時
代
の
仲
間
の
懐
か
し
い

笑
顔
に
逢
え
る
同
窓
会
は
、
き
っ
と
皆
様
に
と
っ

て
癒
し
や
活
力
の
場
に
な
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

私
も
、
同
窓
会
を
発
展
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
に

皆
様
の
力
を
借
り
て
い
き
な
が
ら
盛
り
上
げ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、
同
窓
会
に
足
を
運
び
ま
し
ょ
う
！

　

同
窓
会
で
は
、
2
0
1
1
年
度
に
常
磐

大
学
同
窓
会
課
外
活
動
奨
励
金
制
度
を
創

設
し
ま
し
た
。
こ
の
制
度
は
、
常
磐
大
学

の
発
展
お
よ
び
社
会
貢
献
に
寄
与
で
き
る

ま
た
は
そ
れ
が
期
待
で
き
る
学
生
の
課
外

活
動
に
対
し
て
、
奨
励
金
を
給
付
し
、
同

窓
会
活
動
に
対
す
る
認
知
度
や
理
解
度
の

向
上
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は

下
記
の
３
団
体
に
対
し
、
奨
励
金
（
学
生

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
奨
励
金
）
を
給
付
す
る
こ

と
が
決
定
し
ま
し
た
。
２
月
８
日
に
は
、

奨
励
金
授
与
式
が
行
わ
れ
、
池
田
正
則
会

2
0
1
2
年
度

　

常
磐
大
学
同
窓
会
課
外
活
動
奨
励
金
給
付
者
決
定

長
か
ら
学
生
に
奨
励
金
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

学
生
た
ち
の
活
動
内
容
お
よ
び
成
果
に
つ
い

て
は
、
2
0
1
3
年
度
の
同
窓
会
総
会
時
に

報
告
会
を
開
催
し
ま
す
。

団体名 活動成果の内容 給付金額
まちなか
プロジェクト
チーム

人間科学部
コミュニケー
ション学科　
仁平典秀さん

他４人

昨年度参加した「水戸まち
なかプロジェクト（まちな
かグルメビジョン）」を発
展させ、映像コンテンツを
用いたアプリを製作する。

200,000 円

池田幸也
ゼミナール

コミュニティ
振興学部
ヒューマン
サービス学科
石毛里佳さん

他９人

外国人の母子家庭の子ども
に対する学習支援ボラン
ティア活動。家庭を訪問し、
学習支援をするほか、学校
生活へ向けての支援も行
う。

200,000 円

中村英三
ゼミナール

コミュニティ
振興学部
ヒューマン
サービス学科
堀江悠希さん

他 15 人

「茨城県外国人就労・就学
サポート事業」に参加し、
外国人就労者の子どもたち
に対する日本語習得支援活
動を行う。

104,760 円

▲ 池田会長（左）、森学長（右）と課外活動奨励金
を授与された代表学生たち。

　

水
戸
市
の
菓
子
製
造
販
売
の
老

舗
「
あ
さ
川
製
菓
」
と
人
間
科
学
部

健
康
栄
養
学
科
の
学
生
５
名
が
若
者

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
新
商
品
開
発

に
取
り
組
み
、
2
0
1
2
年
９
月
に

商
品
化
に
成
功
し
ま
し
た
。
学
生
た

ち
が
ア
イ
デ
ア
を
出
し
、
試
作
と
意

見
交
換
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
２
年

越
し
で
商
品
化
に
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。

開
発
し
た
２
商
品
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
や

ネ
ー
ミ
ン
グ
に
も
学
生
の
意
見
が
取

り
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

商
品
に
は
、
い
ず
れ
も
茨
城
町
産

の
さ
つ
ま
い
も
が
使
用
さ
れ
て
い
ま

す
。「
ぷ
よ
も
ち
」
は
さ
つ
ま
い
も
餡

を
ぷ
よ
ぷ
よ
の
お
餅
で
包
ん
で
お
り
、

季
節
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
３
つ
の
味
が

期
間
限
定
で
楽
し
め
ま
す
。
ま
た
、

「
常
磐
の
宝
箱 

ポ
テ
ト
プ
リ
ン
セ
ス
」

は
焼
き
い
も
ペ
ー
ス
ト
の
中
に
リ
ン

ゴ
が
入
っ
た
ス
イ
ー
ト
ポ
テ
ト
で
す
。

「
ぷ
よ
も
ち
」
は
3
1
5
円
（
３

個
入
り
）
か
ら
、「
常
磐
の
宝
箱 

ポ
テ
ト
プ
リ
ン
セ
ス
」
は
6
0
0

円
（
３
個
入
り
）
か
ら
、
水
戸
市

内
の
あ
さ
川
店
舗
の
ほ
か
、
イ
オ

ン
高
萩
店
、
日
立
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ

ド
ー
店
、
イ
オ
ン
東
海
店
、
西
武

筑
波
店
、
取
手
駅
ビ
ル
店
、
常
磐

自
動
車
道
友
部
Ｓ
Ａ
（
上
り
）
で

も
販
売
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
賞

味
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、「
ぷ
よ
も
ち
」
は
今
年

度
の
「
優
良
ふ
る
さ
と
食
品
中
央

コ
ン
ク
ー
ル
」（
財
団
法
人
食
品

産
業
セ
ン
タ
ー
主
催
、
農
林
水
産

省
後
援
）の
新
製
品
開
発
部
門
で
、

農
林
水
産
省
食
料
産
業
局
長
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。
地
域
資
源
の
活

用
と
学
生
の
感
性
を
取
り
入
れ
た

商
品
が
、
地
域
の
活
性
化
に
も
つ

な
が
る
点
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

▲

開
発
に
参
加
し
た
学
生
た
ち

▲ 
し
っ
と
り
と
し
た
食
感
の

　
「
ポ
テ
ト
プ
リ
ン
セ
ス
」

▲ 一口サイズで食べやすい
「ぷよもち」

同
窓
会
員
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ　

〜
健
康
栄
養
学
科
１
期
生
よ
り
〜

　

2
0
0
8
年
に
人
間
科
学
部

の
学
科
が
改
組
さ
れ
、
健
康
栄

養
学
科
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

健
康
栄
養
学
科
は
、
か
ね
て
か

ら
栄
養
士
の
養
成
に
努
め
て
き

た
常
磐
短
期
大
学
の
実
績
を
受

け
継
ぎ
、
誕
生
し
た
学
科
で
す
。

こ
の
学
科
を
卒
業
す
る
と
同
時

に
、
管
理
栄
養
士
国
家
試
験
の

受
験
資
格
が
得
ら
れ
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
４
年
後
の
2
0
1
2

年
３
月
に
健
康
栄
養
学
科
の
１
期

生
が
卒
業
し
ま
し
た
。（
人
間
科
学

部
26
期
卒
）

　

今
回
は
、
健
康
栄
養
学
科
１

期
卒
で
、
現
在
、
健
康
栄
養
学

科
の
教
務
助
手
と
し
て
勤
務
し

て
い
る
川
崎
彩
香
さ
ん
と
沼
田

佳
菜
子
さ
ん
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

頂
き
ま
し
た
。

　

私
は
、
人
間
科
学
部
健
康
栄
養
学
科
を

第
１
期
生
と
し
て
卒
業
し
、
助
手
を
し
て

い
ま
す
。
調
理
実
習
や
栄
養
教
育
論
実
習
、

応
用
栄
養
学
実
習
等
の
実
習
の
補
助
を
、

約
１
年
前
の
授
業
を
受
け
て
い
た
学
生
時

代
を
思
い
出
し
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

学
生
か
ら
仕
事
へ
変
わ
っ
た
事
で
、
気
付

か
な
か
っ
た
事
が
た
く
さ
ん
見
え
て
き
て
、

今
で
は
更
に
授
業
を
面
白
く
感
じ
て
い
ま

す
。
助
手
と
し
て
で
は
な
く
先
輩
と
し
て

経
験
し
て
き
た
こ
と
を
、
後
輩
の
た
め
に

な
る
よ
う
に
授
業
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
、
主
に
給
食
経
営
管
理
実
習
で
、

1
0
0
人
分
の
調
理
を
す
る
学
生
の
サ

ポ
ー
ト
を
し
て
い
ま
す
。
大
量
の
食
材
を

前
に
ど
の
よ
う
に
調
理
す
べ
き
が
戸
惑
っ

て
い
た
学
生
が
、
回
数
を
重
ね
る
た
び
に

た
く
ま
し
く
調
理
を
進
め
て
い
く
姿
を
見

る
と
私
も
一
緒
に
成
長
し
て
い
る
と
い
う
実

感
が
わ
き
ま
す
。

　

学
生
か
ら
助
手
と
い
う
立
場
に
変
わ
り
、

約
１
年
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。
ま
だ

ま
だ
未
熟
で
す
が
学
生
時
代
の
経
験
を
生

か
し
つ
つ
、
学
生
か
ら
頼
ら
れ
る
助
手
に

な
り
た
い
で
す
。

川崎彩香さん

沼田佳菜子さん

松本久司副会長



体
育
会
＆
文
化
連
合
活
動
報
告

（2）☆情報満載の同窓会ホームページもぜひご覧下さい。　　　http://www.tokiwa.ac.jp/̃dosokai/

　

昨
年
、
ま
っ
た
く
突
然
に
国
際
学
部
の

学
部
長
に
任
ぜ
ら
れ
て
、
１
年
近
く
た
っ
て

よ
う
や
く
多
少
慣
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

渡
部
は
、
最
近
の
卒
業
生
に
は
経
営
学
科

の
学
科
長
と
し
て
、
前
身
の
国
際
関
係
学

科
の
と
き
に
は
学
科
主
任
（
兼
・
国
際
協

力
学
専
攻
主
任
）
と
し
て
覚
え
て
い
る
方

も
い
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
英
米
語
学
科

や
他
の
学
部
の
卒
業
生
に
は
今
後
と
も
宜

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
も
と
も
と
教
育

と
研
究
に
一
生
を
か
け
る
つ
も
り
で
大
学
教

員
（
研
究
者
）
を
志
し
ま
し
た
の
で
、
不

慣
れ
な
学
部
長
職
に
は
戸
惑
っ
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
も
職
場
や
家
庭
な
ど
そ
れ
ぞ
れ

の
場
で
皆
さ
ん
が
精
一
杯
努
力
し
て
い
る
の

と
同
様
に
、
貴
重
な
経
験
と
し
て
受
け
止

め
て
お
り
ま
す
。

　

教
育
者
と
し
て
は
、
国
際
学
部
創
設
時

よ
り
、
法
学
概
論
Ⅱ
、
国
際
環
境
法
、
国

際
機
構
論
等
を
担
当
し
、
受
講
し
た
皆
さ

ん
か
ら
も
評
価
が
高
か
っ
た
の
が
懐
か
し
い

思
い
出
で
す
。
途
中
か
ら
の
担
当
で
し
た

が
地
域
研
究
演
習
や
国
際
関
係
論
、
国
際

協
力
論
、
国
際
人
権
論
な
ど
、
皆
さ
ん
と

の
楽
し
い
か
つ
意
義
深
い
授
業
の
数
々
は

良
く
覚
え
て
お
り
ま
す
。
人
間
科
学
部
や

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
学
部
の
皆
さ
ん
が
受
講

し
て
い
た
授
業
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
非

常
勤
講
師
と
し
て
は
、
青
山
学
院
大
学
大

学
院
、
東
京
外
国
語
大
学
（
学
部
と
大
学

院
）、
筑
波
大
学
な
ど
多
く
の
大
学
（
院
）

で
の
講
義
も
貴
重
で
し
た
。
研
究
者
と
し

て
は
、
文
科
省
科
研
費
出
版
助
成
に
よ
る

単
著
『
国
際
機
構
の
機
能
と
組
織

－

新
し

い
世
界
秩
序
を
構
築
す
る
た
め
に
』
を
は

じ
め
、
編
集
、
監
修
、
共
著
も
含
め
る
と
、

20
数
冊
の
著
書
と
、『
人
類
の
道
し
る
べ
と

し
て
の
国
際
法 ―

―

平
和
、
自
由
、
繁
栄

を
め
ざ
し
て
』
の
巻
頭
掲
載
の
「
グ
ロ
ー

バ
ル
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
お
け
る
統
治
機
関
と

し
て
の
国
連 ―

―

地
球
共
同
体
の
立
法
機

能
、
行
政
機
能
、
司
法
機
能
を
担
う
国
際

機
構
シ
ス
テ
ム
」
を
は
じ
め
、
今
年
ま
で
に

30
編
以
上
の
論
文
を
な
ん
と
か
発
表
で
き

ま
し
た
。
ま
た
、
大
学
基
準
協
会
・
評
価

委
員
と
し
て
の
外
部
の
大
学
と
大
学
院
の

評
価
や
日
本
国
連
学
会
の
理
事
も
得
難
い

経
験
で
す
。

　

さ
て
、
卒
業
生
の
み

な
さ
ん
が
常
磐
大
学
を

気
軽
に
訪
ね
て
く
る
た

め
の
機
会
の
ひ
と
つ
と

し
て
、
昨
年
度
か
ら
国

際
学
部
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン

グ
デ
ー
を
毎
年
度
開

催
し
て
お
り
ま
す
。
本

年
度
に
つ
い
て
は
、
２
月
23
日
（
土
）
に
開

催
さ
れ
、
卒
業
生
13
名
と
教
員
８
名
が
参

加
し
ま
し
た
。
学
長
も
含
め
て
和
や
か
に

歓
談
し
、
久
し
振
り
の
母
校
で
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
す
。

卒
業
し
て
か
ら
母
校
に
顔
を
出
し
た
の
は

こ
の
日
が
は
じ
め
て
と
い
う
人
も
お
り
、
ゼ

ミ
・
卒
論
な
ど
の
大
学
の
思
い
出
や
昇
進
・

転
職
・
結
婚
な
ど
、
楽
し
い
中
に
も
お
互
い

の
凝
縮
さ
れ
た
人
生
の
話
し
に
感
動
で
し

た
（
詳
し
く
は
大
学
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
）。

MESSAGE

大
学
に
お
け
る
行
政
職
の
経
験

－

教
育
・
研
究
に
加
え
て

－

　

新
し
い
年
が
明
け
る
と
、
何
か
し
ら
目

標
を
立
て
て
頑
張
ろ
う
！
と
毎
年
意
気
込

む
の
で
す
が
、
大
き
な
目
標
を
立
て
て
は
、

挫
折
し
て
の
繰
り
返
し
。「
運
動
の
習
慣
」

と
「
ダ
イ
エ
ッ
ト
」
は
テ
ッ
パ
ン
で
す
。

食
欲
と
怠
け
癖
に
打
ち
勝
て
る
よ
う
に
頑

張
り
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
が
な
か

な
か
難
し
い
(>_<)　

今
年
は
小
さ
い
目
標
を

立
て
て
、
達
成
感
を
得
よ
う
と
考
え
ま
し

た
。
そ
し
て
、
目
標
達
成
の
ご
褒
美
も
用

意
し
て
や
る
気
に
さ
せ
る
作
戦
で
す
。
ど

こ
ま
で
い
け
る
か
?!　

皆
さ
ん
は
何
か
目

標
立
て
ま
し
た
か
？ 

（I）

 

＊ 

編
集
後
記 

＊

日本大学大学院法学研究科博士課程
単位取得満期退学
学位：法学修士 
専門：国際法、国際環境法、国連研究

国際学部長・教授
常磐大学同窓会顧問

先生渡部　茂己

　

異
動
情
報
の
更
新
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

２０12
年度

 

■ 
硬
式
野
球
部

春
季
戦
績

○
関
甲
新
学
生
野
球
春
季
リ
ー
グ（
３
部
中
２
部
）

　

常
磐
大
学
○　

11

－

２　

×
高
崎
経
済
大
学

　

常
磐
大
学
○　

10

－

０　

×
高
崎
経
済
大
学

　

常
磐
大
学
○　

５

－

１　

×
新
潟
大
学

　

常
磐
大
学
×　

２

－

４　

○
新
潟
大
学

　

常
磐
大
学
○　

９

－

０　

×
埼
玉
大
学

　

常
磐
大
学
×　

０

－

３　

○
埼
玉
大
学

　

常
磐
大
学
○　

７

－

０　

×
宇
都
宮
大
学

　

常
磐
大
学
○　

６

－

２　

×
宇
都
宮
大
学

　

常
磐
大
学
○　

１

－

０　

×
作
新
学
院
大
学

　

常
磐
大
学
○　

７

－

０　

×
新
学
院
大
学

※
８
勝
２
敗　

プ
レ
ー
オ
フ　

プ
レ
ー
オ
フ
に
よ
り
２
部
２
位

　

常
磐
大
学
×　

０

－

２　

○
作
新
学
院
大
学

秋
季
戦
績

○
関
甲
新
学
生
野
球
秋
季
リ
ー
グ（
３
部
中
１
部
）

　

常
磐
大
学
○　

８

－

０　

×
新
潟
大
学

　

常
磐
大
学
○　

８

－

４　

×
新
潟
大
学

　

常
磐
大
学
○　

11

－

２　

×
埼
玉
大
学

　

常
磐
大
学
○　

３

－

０　

×
埼
玉
大
学

　

常
磐
大
学
○　

10

－

０　

×
宇
都
宮
大
学

　

常
磐
大
学
○　

７

－

４　

×
宇
都
宮
大
学

春
季
戦
績

第
58
回
関
東
学
生
剣
道
選
手
権
大
会

１
回
戦

　

川
﨑
×

－

○
渡
邉
（
新
国
大
）

　

坂
場
○

－

×
守
屋(

成
蹊
大
）

　

柴
田
○

－

×
藤
田
（
淑
徳
大
）

　

重
藤
×

－

○
堂
出
（
国
際
武
道
大
）

２
回
戦

　

坂
場
×

－

○
山
崎
（
上
智
大
）

　

柴
田
×

－

○
齋
藤
（
国
際
武
道
大
）

第
44
回
関
東
女
子
学
生
剣
道
選
手
権
大
会

１
回
戦

　

助
川
○

－

×
田
原
（
東
理
大
）

 
■ 

剣
道
部

体
育
会
＆
文
化
連
合
活
動
報
告

掲
載
文
募
集

　

同
窓
会
事
務
局
で
は
、
会
報
「
と

き
わ
の
風
」
に
掲
載
す
る
会
員
の
皆

さ
ま
か
ら
の
投
稿
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
日
々
の
雑
感
・
近
況
報
告
な
ど
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。（
編
集
の
都
合
上

８
０
０
字
程
度
で
お
願
い
し
ま
す
。）  

　

な
お
、
掲
載
さ
れ
た
方
に
は
、
薄
謝

進
呈
い
た
し
ま
す
。

[

送
付
先]　

〒
３
１
０

－

８
５
８
５　

常
磐
大
学
同
窓
会
事
務
局  

ま
た
は
、

dosokai@
tokiw

a.ac.jp

掲
載
文
募
集

　

常
磐
大
学
○　

12

－

０　

×
山
梨
大
学

　

常
磐
大
学
○　

９

－

１　

×
山
梨
大
学

　

常
磐
大
学
○　

６

－

４　

×
関
東
学
園
大
学

　

常
磐
大
学
×　

５

－

７　

○
関
東
学
園
大
学

※
９
勝
１
敗　

２
部
優
勝

第
８
節
入
れ
替
え
戦

　

常
磐
大
学
○　

１

－

０　

×
松
本
大
学

　

常
磐
大
学
×　

１

－

２　

○
松
本
大
学

　

常
磐
大
学
○　

５

－

２　

×
松
本
大
学

２
勝
１
敗　

１
部　

昇
格

　

樫
村
×

－

○
小
山
（
早　

大
）

　

伊
師
○

－

×
松
山
（
東
邦
大
）

２
回
戦

　

助
川
×

－

○
原
口
（
獨　

大
）

　

伊
師
×

－

○
湯
浅
（
東
海
大
）

秋
季
戦
績

第
38
回　

関
東
女
子
学
生
剣
道
優
勝
大
会

１
回
戦

　

常
磐
大
×

－

○
慶　

 

大

　
　

高
田
×

－

○
堀
江　

コ

　
　

山
口
△
引
き
分
け
△
石
川

　
　

伊
師
△
引
き
分
け
△
佐
藤

　
　

樫
村
×

－

○
藤
崎　

メ
メ

　
　

助
川
△
引
き
分
け
△
長
江

春
季
戦
績

第
42
回
全
関
東
学
生
弓
道
選
手
権
大
会
（
男

子
団
体
戦
）　

予
選
敗
退

個
人
（
男
子
）

　

１
名
予
選
通
過　

２
年　

山
中　

裕
輔

（
女
子
団
体
戦
）

　

人
数
不
足
に
よ
り
参
加
不
可

全
関
東
学
生
弓
道
選
手
権
大
会

　

団
体
の
部
男
子　

予
選
敗
退

　

女
子　

人
数
不
足
に
よ
り
参
加
不
可

個
人
の
部
決
勝
進
出　

２
年　

山
中　

裕
輔

秋
季
戦
績

男
子　

３
部　

対
国
際
医
療
福
祉
大
学
戦

 

■ 

弓
道
部

　

３
戦
３
勝
（
内
不
戦
勝
２
回
）

入
替
戦　

対
足
利
工
業
大
学

　

人
数
不
足
に
よ
り
不
戦
敗　

３
部
残
留

女
子　

３
部　

人
数
不
足
に
よ
り
不
戦
敗

３
部
残
留

４
月　

入
学
式
参
加

　
　
　

ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト

８
月　
第
52
回
茨
城
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
大
学
の
部　

銀
賞

９
月　

ホ
ー
リ
ー
ホ
ッ
ク
コ
ラ
ボ
デ
ー　

参
加

10
月　

学
園
祭
参
加（
ポ
ッ
プ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
）

11
月　

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
校
内
予
選
会

12
月　

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト

３
月　

第
25
回
定
期
演
奏
会

　
　
　

ひ
た
ち
な
か
市
文
化
会
館　

卒
業
式
参
加

 

■ 

吹
奏
楽
団

６
月　
部
誌
「
パ
ラ
ダ
イ
ス
入
学
記
念
号
」
発
行
・
配
布

７
月　

部
誌
「
パ
ラ
ダ
イ
ス
夏
号
」
発
行
・
配
布

８
月　

 

コ
ミ
ッ
ク
マ
ー
ケ
ッ
ト
80
に
サ
ー
ク

ル
参
加
（
in
東
京
ビ
ッ
ク
サ
イ
ト
）

９
月　

夏
合
宿

10
月　

学
園
祭
参
加（
模
擬
店
・
イ
ラ
ス
ト
展
示
）

　
　
　

部
誌
「
パ
ラ
ダ
イ
ス
秋
号
」
発
行
・
配
布

12
月　

部
誌
「
パ
ラ
ダ
イ
ス
冬
号
」
発
行
・
配
布

　
　
　

冬
合
宿

※ 

右
記
以
外
に
も
各
部
活
動
し
て
い
ま
す
。

応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

 

■ 

と
き
わ
漫
画
研
究
会

ご
結
婚
さ
れ
た
方

久
松 

雄
大
さ
ん

人
間
科
学
部
16
期

久
松 

裕
子
さ
ん
（
旧
姓
：
石
田
）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
学
部
1
期

同
窓
会
事
務
局
で
は
、
会
員
の
皆
様
の
慶
弔
情
報

を
収
集
し
て
い
ま
す
。

久
保
田 

歩
美
さ
ん
（
旧
姓
：
棚
井
）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
学
部
5
期

常
磐
大
学
・
常
磐
短
期
大
学
と

茨
城
大
学
人
文
学
部
の
単
位
互
換
制
度
に
つ
い
て

　

常
磐
大
学
・
常
磐
短
期
大
学
と
茨
城
大
学
人

文
学
部
は
、
学
生
交
流
と
教
育
内
容
の
充
実
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
2
0
1
1
年
９
月

に
単
位
互
換
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
こ
れ
に

基
づ
き
、
2
0
1
2
年
４
月
か
ら
一
部
科
目
を

開
放
す
る
こ
と
に
な
り
、
相
互
に
授
業
の
履
修

お
よ
び
単
位
の
修
得
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

単
位
互
換
制
度
と
は
、
他
大
学
が
開
講
す
る

科
目
を
履
修
し
、
修
得
し
た
単
位
が
所
属
大
学

の
卒
業
の
た
め
の
単
位
と
し
て
認
定
さ
れ
る
制

度
で
す
。

　

ご
住
所
や
ご
氏
名
の
変
更
等
に
よ
り
、
本
同
窓
会
か
ら
の
ご
連
絡
を
お
届
け
で
き
て
い

な
い
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　

ご
住
所
や
ご
氏
名
に
変
更
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
以
下
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
他
、
同
窓
生
の
皆
さ
ま
の
近
況
報
告
等
も
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

＊
同
窓
会
のH

P

か
ら
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

　

http://w
w
w
.tokiw

a.ac.jp/̃dosokai

　

メ
ー
ル

：dosokai@
tokiw

a.ac.jp

　

F
a
x

：

０
２
９
‐
２
３
１
‐
６
０
７
８

　

郵　

送

：

〒
３
１
０
‐
８
５
８
５　

水
戸
市
見
和
１
‐
４
３
０
‐
１

　

常
磐
大
学
内　

常
磐
大
学
同
窓
会
事
務
局
宛 　

授
業
の
受
講
方
法
は
、
茨
城
大
学
の
キ
ャ
ン

パ
ス
に
て
受
講
す
る
授
業
と
、
本
学
Ｑ
棟
セ
ン

タ
ー
ホ
ー
ル
に
て
茨
城
大
学
の
教
室
と
中
継
を

結
ぶ
遠
隔
授
業
が
あ
り
ま
す
。

　

2
0
1
2
年
度
に
お
い
て
、
茨
城
大
学
の
科

目
を
受
講
し
た
常
磐
大
学
生
は
15
名
、
常
磐
大

学
の
科
目
を
受
講
し
た
茨
城
大
学
生
は
11
名
で

し
た
。

　

茨
城
大
学
と
は
キ
ャ
ン
パ
ス
が
近
い
の
で
、

今
後
と
も
学
生
間
の
交
流
が
深
ま
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。


